


































































　Baer-2，NL-6，RU-2 及 び Marangani は 試 料
量の 10 倍量のイオン交換水で 30 分ずつ 2 回水抽
出した後，凍結乾燥させたものを水抽出試料とし
た（R-品種名）。また，Baer-2，NL-6，RU-2 は







































た。Caco-2 細胞を 24 well コラーゲンインサー










と は 別 に，RBL-2H3 を 培 養 後，DNP specific 
IgE を感作させ，5.0 × 105 cells/well  になる様
24well プレートに播種し CO2 5％，37℃で 18 時
間培養した。DNP specific  IgE により感作した
RBL-2H3 のウェルに Caco2 が生育したインサー
トを重ね，小腸モデルを作成した。1 mg/ml も
しくは 10 mg/ml に濃度調製した Baer-2，NL-6，
RU-2 の熱水抽出物試料を Caco2 の粘膜上皮側に
添加し，RBL-2H3 細胞と共に 1 時間 CO2 5％，
37℃でインキュベートした。その後，RBL-2H3
に 1 μg/mL に濃度調製した DNP-BSA を添加し
1 時間インキュベートして刺激を与え，アレル
ギー状態を作り出した。その後 RBL-2H3 細胞を






沈殿を total RNA として取得した。取得した to-
tal RNA は RNase free の 水 に 溶 解 し，Prime 
Script（タカラバイオ社製）逆転写酵素およびラ
ンダムプライマー （Invitorogen 社製）により逆








コラーゲンカップに 2.0 × 105 cells/well  になる
よう調整して播種し，分化用培地（CORNING 社




かを TEER の測定により確認した。1.0 × 105 
cells/well になるよう調整した RAW264.7 細胞を，
24well プレートに播種し CO2 5％，37℃で 24 時
間培養した。最終濃度 2 ng/mL の LPS で刺激し
た RAW264.7 のウェルに Caco2 が生育したイン
サートを重ね，腸管吸収後のマクロファージモデ
ルを作成した。10 mg/ml に調整した各抽出物試
料 を Caco-2 細 胞 の 粘 膜 上 皮 側 に 添 加 し，
RAW264.7 細胞と共に 6 時間 CO2 5％，37℃でイ




















処理を行った RBL-2H3 の TNF-α発現量の変化
を図 1 に示した。TNF-α発現量は，H-NL-6 お
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よ び H-RU-2 に お い て 対 照 群 で あ る HBSS 
（Hank’s Balanced Salt Solution） に比べて低下し




　Caco2 粘膜上皮側への Baer-2 の熱水抽出物
（10 mg/ml）および，Baer-2，NL-6，Marangani
の水抽出物（10 mg/ml）添加による，LPS 刺激
を行った RAW264.7 の TNF-αの相対的発現量を
図 2 に示した。LPS 刺激を行い，抽出物試料を
添加していない LPS 刺激群（+LPS）を対照群と
















低下した。低下量は H-Baer-2 で 51%，R-Baer-2
で 52%，R-NL-6 で 44%，R-Marangani で 66%
であった。IL-2 の生産量は R-NL-6 により 31%
低下した。IL-6 の生産量は R-Baer-2 により低下
する傾向を示し，低下量は 30% であった。IL-10
の 生 産 量 は R-Marangani に よ り 27% 低 下 し，
R-Baer-2 により 18% 低下する傾向を示した。












産 量 は R-NL-6 に よ り 生 産 量 は 39% 低 下 し，
H-Baer-2 および R-Baer-2 により低下する傾向













用いたイムノアッセイでは NL-6 の TNF-αの生
産量は LPS 刺激による生産量に比べて低下し，
















IL-3 ↓↓ ↓↓ ↓↓ ↓↓
IL-4

















TNF-α ↓ ↓ ↓↓



















る IL-6 を低下させる傾向を示し，H-Baer-2 は






















Marangani で IL-10 の生産量が低下すると共に，
TNF-αの生産量に +LPS との差を認めなかった。




えなかったと考えられる。IL-9 は LPS 刺激を
行った試料と刺激を行わなかった試料で差を認め
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